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一般的なテレワーク：課題解決ツール

・子育てや介護ができる体制の確保

・通勤時間のストレス緩和や自分時間の確保等

・交通渋滞緩和や環境負荷軽減

⇒ 社会的課題への解決策としての有効

ワーケーション ：価値創造ツール

・テレワーク × ＣＳＲ × ネットワーキング
・テレワーク × 研修 × フィールドでの実証
・テレワーク × 地域交流 × 社員旅行

⇒ 地域でイノベーションが生まれる機会を創出

ワーケーションの意義
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地域に身を置きながら社員研修・開発合宿等が可能

（視察先・営業先など）いつもと違う環境で業務を実施

地域交流やCSRによる、地域活性化 / 当事者意識の芽生え

真の意味での‟働き方改革”を通じた生産性の向上

ワーケーションの意義

企業がワーケーションを実施するメリット

イノベーションを生み出す環境整備
2



平成29年度

・ワーケーション東京フォーラムの開催
・ワーケーション体験会の実施（２回）

平成30年度

・ワーケーション・イベントの開催
・第1回 親子ワーケーションの実施

令和元年度

・第2回 親子ワーケーションの実施
・関係人口創出・拡大事業の実施

・平成29年度より、「ワーケーション」の取組を開始

・ワーケーション実施者数は、平成29・30年度で約50社 約570名

・令和元年度も上半期で約200名となるなど、認知が広がっている

和歌山県における取組の紹介
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①首都圏からの便利なアクセス ②ストレスフリーな仕事環境

③先進的なICTフィールド ④世界トップクラスの観光資源

10月27日より機材大型化！

朝・夕便が95席→165席に拡大し、割引も充実

羽田から南紀白浜空港まで…

70分
南紀白浜空港から白良浜まで･･･

６分

Airbnb 219 destinations to visit in 2019 に
日本で唯一選出
Lonely Planet Best in Travel 2018 (5位) に
日本で唯一選出

なぜ和歌山県がワーケーションの適地なのか

人口あたりのWi-Fi整備数 全国２位！
ユーザーの用途に応える多数のワークプレイス

NIKKEI STYLE「廃校の宿」
全国１位 秋津野ガルテン

三菱地所日本初のワーケーションオフィス
「Work × ation Site 南紀白浜」

＜田辺市＞ 地域課題解決のビジネス創出を支援

＜白浜町＞ 全国でも有数のＩＣＴのテストベッド

例）東京の企業と地元企業による「顔パス」キャッシュレス実証
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和歌山県が目指す将来のワーケーション

Open Innovation 
platform

都会・地域、官・民の垣根を越えて、

和歌山で様々な「知」が混ざり合い、

イノベーションが生まれる

プラットフォームを目指す！

海あり山あり！農業あり先端技術あり！

無限大のテーマで「知の結合」を！

都
会

地
域

和
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ご静聴ありがとうございました

お問い合わせ
和歌山県 企画部 企業政策局

情報政策課 ICT利活用推進班 宮井、大谷、岡崎
〒640-8585 和歌山市湊通丁北1-2-1

TEL 073-(441)-2406
Email：wwp_info@pref.wakayama.lg.jp


